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最終的には 61 の質問項目を作成している。データ収集後、因子分析を行った結果、9 つの
Comfortの構成概念《つながりを感じている》、《よりどころがある》、《前向きである》、《楽し
い》、《平穏無事である》、《静かである》、《くつろいでいる》、《体が楽である》、《心地よく運動
している》を抽出することができたこと。また、Comfort と健康関連 QOL（SF-36）、精神的
健康（GHQ）、家族からのサポートとの関係を検証することで、測定道具として信頼性と妥当
性が確認することができている。以上のことから、「Comfort の測定道具」を開発するひとつ
の重要なマイルストーンを残した。 
 
４）Comfort現象を説明する要因を抽出していること 
Comfort《つながりを感じている》、《よりどころがある》、《前向きである》、《楽しい》、《平穏
無事である》、《静かである》、《くつろいでいる》、《体が楽である》、《心地よく運動している》
の総和を説明する変数として、全体的健康感、家族からのサポート、心の健康、活力、余暇時
間を楽しんでいる、職場の人間関係が抽出されている。 
 
 審査委員会では、本研究の成果をさらに発展させて、「Comfort 測定道具」を臨床でも活用
できるように、さらに継続して研究に取り組むことを期待する。 
 
